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硝 酸 塩 の 溶 解 度 (第 6報)
硝酸ヒドラジンー硝酸ナ トリウムー水系の相平衡

原 容赦暮,安部浩志●,中村英田事,長田英世+

硝酸ヒドラジン(N,H.NOB)一胡散ナトリウム2成分系平衡状旗国を作成し,共酸組成お

よび共由温度としてN,H.NO,91.3%.NaNO38.7%および64℃ を得た｡またNtH,Nd3

-NaNO3-Hl0 3成分系平衡状態団を戎骨法によって作成した｡3成分典敵組成はN2HI

NO316%,NaNOs33%,H2051%(Wt%)で,典故温度は-21℃であった｡これらの系

においでは複塩や含水盤の形成は革められず,飽和存続と平衡にある固相はいずれt.純粋なN'

H5NOJ.NaNO3および氷であるか.それらの梶合物T･ある｡

1. 緒 言

梢敢アンモニウム (以下ANと略紀)を主な酸化剤

とする含水爆薬やエマルシ9ン爆薬の基礎的な溶解度

に関するデータを得る目的で,ANに他の酸化剤や鋭

盛期を氾合した系の3成分および4成分系の平衡状虚

国を作成して来た｡

梢酸ヒドラジン (以下HNと略記)を鋭盛期とする

エマルション爆薬の研究l)･幻を行 うに当り,その低

温安定性や貯荘安定性に盛大な好守を及ぼすAN.HN.

構酸ナトリウム (以下SNと略紀)および水の4つの

成分相互間の溶解度を知ることが虫賓である｡AN-

HN-水系の相平取 こついては既に報告SJしたので,

本研究は,HN-SN 2成分系およびHN-SN一水

3成分系平衡状他国の作成を目的としたものである｡

なお,本研究の目的に必要なHN-水2成分系3)ぉ

よぴSN一水 2成分系りのデータは約報および文献伍
を利用した｡

2. a; #

2.1 書式 料

SNは市販の特歳洗薬を再騰点して用い,HNは前

報に述べたものと同じ方法で,ヒドラジンヒドラ-ト

と梢故から合成したものを再籍点して用いた｡

2.2 平衡状態園の作成

HN-SN2成分系平衡状態回は冷却曲良法によっ

て作成した｡HNISN-水 3成分系の平衡状態図の

作成は析報までと同様な戎骨法5)によった｡戎骨法に

おける各盤の濃度はN)Ho◆ィォン濃度6)ぉよぴNOr
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イオン浪度7)を分光光度法によって粥定し,HNの濃

度はN3Hb+ィォン浪度,SN浪虎はNO{イオン濃度

とHN最虎の蓋として求め,水分蕊は全丑と全盤丘と

の差として求めた｡

3成分共払温度および共組 成は前報に述べた方法

と同じ方法によって決定した｡

3. 稔果および考察

3.1 硝酸ヒドラジンー聴 ナトリウム2成分系の

平衡

HN-SN2成分系の平衡状態図をFig.1に示した｡
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SN;NANOS HN;N'HANOl

HNの分解Pl始温度が180.-190℃l)であるから,榊定

は約 14がCまでの温度範囲にとどめた｡この系の弗畿

組成はHN91.3%.SN8.7% とHN側に片寄り,典

散岨鹿は64℃ であった｡この温度はHNの酸点であ

る70℃ よりもわIfか 6℃ 低いのみである｡共散乱鮭

がHNの散点に近く,かつ共払組成がHN側にあるの

はSNの酸点が308℃8)とHNの放点にくらべて著し

く高いr=めであろう.

HNとSNの浪合物の凝固点を潤定したBarlotら9)

は.共魚点としてHN95%.4TCを報告 しているが.

彼らの旬告にあるのは荊定点が･少なく.状態回として

は不完全である｡

3.2 硝酸ヒドラジン一句故ナ トリウム一本3成分

系の平衡

HN-SN一水3成分系の平帯状曲における飽和再

破および同相を含む飽和溶紋の唖々の温度における舟

成を皿丑%でT&blelに示しr=｡この中から40℃およ

び-10℃の括黒をFig.2に示しr=｡国中の白丸は飽和

辞液の銀戒を.鼎丸は固相を含む溶綾の粗成を示す.

両者が平衡にあり..2つの点を♯ぷ対応線(Tieline)

の典生る点がそれらの飽和溶紋と平衡にある固相であ

り.これらeTAbJelの瓜食の列にまとめた｡

0℃以上の岨度において.この系に存在する固相は

HNおよびSNのみで.含水塩や複塩の形成は定めら

れなかった｡また,4αCではHNの水に対する沖解庇

はSNにくらべて大きいので.HNが固相として存在

する領域 (国立偶のJE形)はSNが固相として存在す

る領域 (同右側)よりt,小さい｡

-10℃ではHNとSNの蕗解EEが類似して来るので

上紀の旬形の両軌 ま同じ粒度となる｡また0℃以下で

は氷が固相として存在する領域 (上市項形)が出来る｡

HN一水2成分系の共舟温度が-10℃l).Cあるから.

2つの溶解度曲扱 く固相がそれぞれ氷とHN)那.こ

の温度で.HIO-N書HbNOさ魚上で按する｡

8々の温度における赤瀬度曲典をFig.3に示しf=｡

HNの好解皮の乱碇依存性が大きいことを仇敵 こ述べ
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ydOI

恥恥NOINaJ10I velBhEfraction NI
B,NOlFig.2 Ph8Sediagramstorthesystemhydraz

iniumnilrAte-SOdiumnitr血te-Wateratdo℃andat
-

10℃たが.この系においでもその節向が強く.i

R皮の低下とともにHNが固相として存在する額域は

苛しく広くなる｡2笹の辞解度曲線が交わる点の溶液

.即ち合致藤枝 (CongruentSolution.または等温不

変点)を外秤 (国中の砥投)して3成分共払組成を求め

ると.HN/SN/H70=16/33/51(wt./wt.)とな

り.共鮭温度は一21℃となぅた｡SN-モノメチルア

ミン胡放生(以下MANと格忠)-水3成分共酸乱射 士

.MANの醇解度が大きいために-31℃と低く.こ

の温度とくらJ<ると本爽魚の系の典融温碇は高い｡し

かし.先に報告a)した N̂-HN-H70系の炎取払庇と類似 し

ている｡

4. 轄 拍HN-SN2成分系の平衡状態図を作成

し.炎酸組成としてHN91.3%,SN8.9% (WL%)

を絡.火糎温度は-21℃

であった｡HN-SN-水 3成分系平帯状放国を-20℃-do℃ 恥NO, weiShtfmctloA M ,NO,Fig･3 Solu



SolubiljtyofSoJTleNitratesinAquoousSolution(Vn

PhaseEquilibriLJm OfHydraziniLJm Nitrate-Sodium

Nitrate-WaterSystem

byYasutakeHARA事,HiroshiABE●,HidetsuguNAKAMURA●

andHideyoOSADA'

Phasediagram oEthebinaryhydr批inium nitrate(NlHANO3)-SOdiun nil

Iratesystem wasconstructedfrom thecoolingcurves.Theeutectic composition

is91.3% NtHBNO3,8.7% NaNOa,andeutectictemperatureis64℃.

PhasediagramsoENtHSNO3-NaNOl-HIOternarysystem atvarioustemper･

aturesweremadebytheresidualmethod.TernaryeuteCticcompositionfor this

system contains16% N2HSNO3,33% NaNO3and51% HIO byweightAt-21℃.

Neitherdoublesaltsnorhydratedsaltswereobtainedinthissystem.

(+DepartmentofEnvironmentalScience,KyushuInstituteoL

TechnologySensui-cho,Tobata-ku.Kitakyushu-sh呈,Japanl

ニ ュース
[l[川=HMHHumJJlm)nHLll

第17回国時ICT年次会艶 折,NCの分子丑耐食.走査鴫税の利用.安定期成

首題の全盛が今年も6月25-27日.西 ドイツ.カ 丘測定,HMX.保安.熱分析,推薬圧力拍散.皿

-ルスルー工で粥かれます｡ICTとはフラウンホ 水素成分の分解に及ぼす効果.BtH●の触媒点火剤

-ヘル協会所属の同地の推轟爆薬研究所の略称です｡ 分析.クtZマト応用,帝59項の薄衣があります｡興

今年は分析が主題で,NMR.仏の寿命テスト.a- 味のある人は妊捷 コンタクトして下さい｡予稿弧も

KNOs薬のコントロール.点火剤分析.液体爆薬分 買うことができます｡ (水島啓二鉢)
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